
中世英語に於けるフランス語の影響

SiγGawain　and　the　Gγeen　Kniglztの場合一

加　藤　直　良

　英語はNorman　Conquestの結果多大なるフランス語の影響を受けた。し

かし，英語にフランス語の影響が生じ始めたのは，Norman　Conquestが勃

発した1066年に始まったものではなかった。英国の歴史によれば，Ethelred

王は1002年にNormanのEmnlaと結婚した。また，彼がSweyn王に追

われた際，Normandyに難を逃れ，その結果，以前にも増して親密な関係に

発展した事は明確であった。彼の息子のEdwardおよびAlfredの両者はフ

ランスで養育された。このような事情の下で，Edwardが1042年国王の地位

に就いた時，多勢のNormansを率い，そして彼らを政府の重要な位置に，ま

た教会等での重責を彼らに課したのであった。少なくとも200年の間，政府・

教会・その他多数の領域に於いてNormansは重要な地位を領有していたので

あった。この結果，言語の面に於いても，英国へ侵入し，そしてその地で高位

を得たNormansにとって，英語という一言語を必要上積極的に習得しよう

と奮起させるものは殆どなかったのである。故に，フランス語は自由に英国の

上流社会で駆使されたのであった。しかし，ここで記憶にとめておかねばなら

ぬ事実は，上流階級および立身出世のために，フランス語は必要条件の言語で

はあったが，下層階級の民衆は，通常英語を使用していたのであった。

　様々な過程を経，数十年後英語は再び英国でその地位を獲得した。しかしな

がらその英語はフランス語の要素を大量に含有した言語に変遷していた。筆者

はこの論文に於いて，中世英語期の作品Sir　Gαwain　and　the　Green　Knight

に如何なるフランス語の影響が窺えるか調査考察するものである。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

　最も注口すべぎフランス語の影響の一つとして，英語は大量の語彙をそれか

ら輸入したことを．挙げることがでぎる。英国人が容易にフランス語を受け入

れ，そして多数の語彙を彼らが躊躇することなく採用したことは実に驚嘆すべ

ぎことである。ここでの作品Sir　Gawain　and　the　Green　Knigl2tにも多数

のフランス語系語彙を見ることが出来る。引用文例は一例だけにとどめ，他は

語彙のみ列挙する。その際ページ数および行数により個々の例文の出所を明確

にした。e．g．3．2→‘p．3，1．　2’

宗教：
　chai〃ztre‘singing　of　mass’：pe　chauntr60f　be　chapel　cheued　to

　an　ende　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．63）．

chα地顕，αbsoluci◎顕，　seγue，少γαツ，　Parαdise，拠tynnes，　Cγoys，

deZtociOitn，　lnerci，　Penat｛nce，　Pγayeγe，　saynt，　serttyce，　C；zaPel，αzcter，

clerk，　oritore．

衣服，織物：

　tars‘silk　of　Tharsia’：pe　stif　mon　steppez　beron，　andレe　stel

　hondelez，　dubbed　in　a　dublet　of　a　dere　tars　　　　　　（16．571）．

sendal，　robe，　Pelure，　Pαne，搬吻ie，　lace，　goune，　d％blet，　bteαunt，

　vest”re，　sute，　surkot．

戦争，軍事：

　blαsoi｛n‘shield’：His　bronde　and　his　blasoun　boレe　pay　token

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23．　828）．

　ax，　bαner，　barろθ，αuentαyle，卿2es，・arsounez，カ01⑳θ2，　abataYiMent，

PNsan，　Plate，　Pece，　Paunce，　melly，　iαunce，　haubeγghe，　greuez，

hαγnays，90γ9¢γ，　enmy，　defende，　etc．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中世英語に於けるフランス語の影響（加藤）

装飾，宝石：

　カendατtntes　‘pendants’：pe　pendauntes　of　his　payttrure，レe　proude

　cropure　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5．168）．

iuel，　gem”te，　tαssel，　aumay｛，　Peγle，　fγenges，　ceγcte，　dia？nauntez，

bαnde，　bαecd¢γyk，　bαγres，　aPPαrαyl，　VγySOZtn，　toγeted．

家庭生活：

　che夕eγ‘chair’；cheハni．ze‘fireplace’：Acheyer　byfore♪e　chemn6，

　　レer　charcole　brenned　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25．875）．

chambre，　tαbil，　salUγe，　Sα？2αP，γudelez，　mes，1αUinPe，　coueγtour，

cortyn，　closet，　tvhyssynes，　clτamberlαyn、

建物：

　　towγe‘turret’：Towres　telded　bytwene　　　　　　　　（22．795）．

9αγ〉’tez，？Rote，　i）ynakle，了ylyolez，　bastel，　copγOttnes．

身分：

　pr夕nces‘princess’：Forレat　prynces　of　pris　depresed　hym　so

　　レikke　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（49．1770）．

Pγynce，　syγe，γyal，　souerαyn，　duches，　claeuαlry，舵obe吻，　cortaysy，

　　COttrt．

狩猟：

　　brαches‘hounds’：Braches　bayedレerfore　and　breme　noyse　maked

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（32．1142）．

trySt・γ，　S励ly¢，拘e，　Cγ・餌γe，　Chαce，　qtterr6，　qUeSt，　Pγys，　chαSyng，

bγaweit，　best，　venysoun．

芸術，学問：

　papztre‘paper’：レat　pared　out　of　papure　purely　hit　semed

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23．　802）．

　　　　　　　　ノ倣αystγεS，　mynstγαlsye，　Iettrttγe，　letteγes，　laye，αγt，　clergye，

romascnce，　stori．
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食事，御馳走：

　di・ner‘dinner’：Biレatレe　diner　watz　done　andφe　dere　vp

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26．928）．

sp＞’ces，　soPer，　sostnαZε｝tce，？noγsel，　hαstlettez、

娯楽：

　daz‘刀sYlzg‘dancing’：Dere　dyn　vpon　day，　daunsyng　on　ny3tes

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．47）．

CαγOle，γeSαNt，　pleSαt“tce，　tOμrnαye，　SOIaCe，　diSpOrt，　ittSte，？τOte．

文明：
pore，　potter‘poor’：And　pyne　yow　with　so　pouer　a　mon，　as　play

　wyth　your　kny3t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（43・1538）．

Pes，　seγ2顕砿nobele，　vylany，　vilαnotts，　stl吻・

その他：

PrySOtt｝Z，　surf　et，　tNtet、　meschef，　nye，　etc・

　多岐に亙ってフランス語系の語彙を挙げることが出来たが，果してこれらの

語彙はいつ頃英語に移入してきたのであろうか。Moss6，　Jespersen，　Baugh

らがこの間題に関し詳述している。筆者はここでJespersenが明確にした結果

を採用してみることにする。Jespersenはフランス語から入ってきた1000語

に関し，統計学的な研究を試みた。彼の明らかにした統計表によると，Norman

Conquest以降100年問に於いて，英語に入ってきたフランス語語彙は数の上

では著しい増加は見られないにしても，1251年より1400年に亙って最も大量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
のフランス語語彙の輸入があったことを示している。

　この様に，外国語の輸入により，英語は混交の語彙を持つ言語であるという

確固たる特徴を保持することになったのである。ここで，Sir　Gαωα励απ4　tlze

Green　Knightに於いて，　OE系の語彙とフランス語系の語彙とが混用されて

いる例を挙げることにする。イタリック体の単語は総べてフランス語系のもの

である。
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中世’英語に於けるフランス語の影響（加藤）

‘What，　is　bis　Arレures　hous，’quobレe　haレe1レenne，

‘レat　alレe　rous　rennes　ofレur3γ夕aJmes　so　mony　P

Where　is　now　your∫α〃qu夕drツe　and　your　co7zqtcestes，

Your　gryndellayk　and　your　greme，　and　your　grete　wordes？

Now　isレeγeztel　and　pe　7・enoult　ofレe　Ro2tnde　Table

Ouerwalt　wyth　a　worde　of　on　wy3es　speche，

For　al　dares　for　drede　withoute　dynt　schewed！’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9．309－315）

II．

　　英語では通常，限定形容詞は名詞の前に．置かれる。この語順に加え，フラン

ス語には，「名．詞十限定形容詞こという語順がある。フランス語のこのような

語順の自由奔放さに影響され，中世英語にはこの語順が見られるのである。

Sir　GaZVαinαnd　the　Green　K痂g川もこの影響下にあったことを示す長跡

を垣間見ることが可能である。

Such　glaum　ande　g1θglo）’iozts　to　here

So　bisied　him　his　30nge　blod　and　hisわγα夕，22↓ヅde

Onレe　most　on　be　molde　onフフ2θ∫z〃θhyghe

bat　were　richely　rayled　in　hisαγαッclene

レer　mony　be〃θ2　ful　brN3t　of　brende　golde　rungen

In　a　swoghe　sylence　pur312e　sα1θγiche

Ischal　gif　hym　of　my　gyftレys．aiserブ2θγ夕che

Andレou　hatz　redily　rehersed，　bi　resoμ1－t　fu1〃ωθ

　　（2．46）．

　　（3．89）．

　（5．　137）．

　（5．　163）．

　（6．　195）．

　（7．243）．

　（9．288）．

（11．392）．

Iwolde　com　to　your　counseyl　bifore　your　oω’tγyclze（10．347）．

Asレou　deles　me　to－day　bifore　bis　doubeγNcke　　　（12．397）．

Kn夕3tez　ful　cortaYs　arld　comlych　ladies　　　　　　　（16．539）．
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III．

　大量のフランス語語彙が英語に輸入され，その結果として，両語彙間で混種

語が形成されるに至った。中世英語以来英語はフランス語は勿論の事，他の外

国語からも語彙を多数借用し，然も，それらの語彙と英語は極めて自然に同化

したため混種語が形成されたのである。この作品中では，ただ一例のみ混種語

を確認することが出来た。

Morgne　be　goddes

berfore　hit　is　hir　name

（goddes　　OE　god　十　〇Fr　－esse．）

（67．　2452）

IV．

　Norman　Conquestの後，中世英語に浸透していったフランス語のスペリン

グの影響は非常に顕著に見られる。古代英語に於いて，写字生たちは当時の伝

統的スペリングを忠実に保持していたのではあったが，中世英語，殊に，

Central　ME（A．D．1250－1400）になると，明らかに古代英語期の伝統的スペ

1）ングは，次第に崩壊しつつあった。Normansは，必然的に，彼らの言語を

基礎にして，新しいスペリングを確立していったのである。なお，例の語彙は，

行数のみで示す。

A．u十n，（m，　v，　w）一→o十n，（ln，　v，　w）

　　clt・」lzαlz→co・｝nen　（347，　556，　etc．）；　gztx2α→90ハne　（151，　178，　etc・）；

　　　力zz‘π→η207z　（1811，　2354）；　MμfZUC→才7zo，z々　（2108）；　n〃zflr→ronez

　　　（1466）；　tz〃2gθ→to〃gθ　（32）；　zvundor→zvo」zder　（238，2459，　etc．）；

　　　乏Vl“zia12→z〃oηθ　（257，　814）
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B．

C．

D．

E．

F．

G．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中世英語に於けるフランス語の影響（加藤）

｝㌔一㌔＞u

btyscan→bltt・che（650・793，・t・・）；励4・→btird・（613，・t。．）；9。－

by・d→b・・be〈922）；by・igi・n→b・・y〈1066）・；by・ignes→bu，yne，

（1986・1840）；dyhtig→d・・3tY（724）；カ・t→fu・t（391）；砂。。→lu。

（355・　1284・etc・）；　772二y6θ1→much　（182，2336，　etc．）；　nzツ1en→mulne

　（2203）；　ryccan→ruch（ch）θ　（303，　367）；　stNγan→stzare　（331）

U－→OU

αbiztan→αboμtte　（75，217，　etc．）；　bur→boz｛re　（853）；　bntn→b・rottn

（618・879）；鋤一”・・→…卵（937）；dun→∂・・〃…（695，1972）；

fitl→ノ「oule（717，　1329，　etc．）；　hus→hous（285，　etc．）；1ttca・n→10teke

（2007・・t・・）；卿→m・・ψ（1572，1446，・t・．）；ute→・ute（1511）；

「1“ztan→roztn　（362）；　tu〃Z→toun　（31，614，　etc．）

CW→qu
ctve〃an→quelle　（752，　etc．）；　cweme→queme　（2109，　578）；　czven→

qllene　（339，469，　etc．）；　cωicμ→〈7uife　（21G9，　177）

cbefore　the　front　vowels（i，　e）一→k

cene，　cen〃6θ→feene，ゐenly（321，1048，　etc．）；ceiznαn→kenne（1484）；

cepan→んθヵθ（1059，2148，　etc．）；　c夕nd→左ynde（473）；cYning→んッηg

（37・364・etc・）；　cyrf→kyrf（372）；　cツrte1－→fe二yrte1（1831）；　cYssαn→

kysse　（605，974，　etc．）

c［t∫コー一今ch

cerran→charre　（1143，850，　etc．）；　cθγγ→ckαryes　（1674）；　ceαp→

chepe　（1940，　1941，　etc．）；　ceαpian→chepen　（1271）；　cild→clz夕1de

（647，280），cilzlz→cltynne　（958，1204）；　ceosαlz→chose　（863，1271，

etc．）；　secαn→sech　（266，　etc．）；　rcecαn→γeche　（66，1804，　etc．）；

sPI’cec→sPec／2e　（314，　etc．）

sc－→sch，　ssh，　sh

scceアt→sc　lzaf　te（1458，2372，　etc．）；scaga→scka3e（2161）；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　7　一

sceα1→
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sckα》　（31，288，　etc．）；　scealc→schα1k　（160，　424，　etc．）；　scaコnlt→

schame（317，2504，　etc．）；scaflca→sckαnkes（431，　etc．）；sceppα・n→

sckape　（ユ626，　etc．）；　sceαγク→schai’P　（213，　etc．）；　scerαn－・sc　Jzei’θ

（213，1337）；scildan→sckNlde（1776）；scir→scltNγe（317，506，　etc．）；

プ7cesc→プ7esche　（943，　etc．）；　プ≡sc→プi∫6乃θ　（503，890）

H．　P，る→th

　　　フnztb→muthe（447，1572，　etc．）；ア01ψ→forth（66，428，　etc．）；αebele→

　　　α〃2el　（5）；　deα♪→dethe　（1600）；　4z‘gz‘ヵ一＞402‘〃2　（6，　1365，　etc．）；

　　　アッγカ♪→アry〃2　（695，　etc．）；　in〃2dra6「→hz‘i・idreth　（743，　1144，　etc．）；

　　　zuγα♪→Wf’0”1　（319，　etc．）

V．

　Dative　infini七ive（ln且ected　infinitive）は，屈折語尾が確立していた占代

英語では，－enneという語尾を保持していた。古代英語に於いて，　Dative

infinitiveはtoに導かれ，目的を表わしていた。　しかし，中世英語で日｛折語

尾組織が崩壊し，この語尾一一enneも消失し，意味も目的を表わさなくなった。

それ故に，フランス語のPourの用法を模倣し，　forを用いて目的の意味を表

現したのである。

For　to　setteレe　syluerenφat　sere　sewes　halden　on　clothe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4．124）．

For　to　haf　wonnen　hym　to　wa3e　　　　　　　　　（43・1550）・

And　let　lodlyレerat　pe　lorde　for　to　here　　　　　　（45．1634）．

VI．

フランス語の影響を鋭敏に受けたものの一つに詩の領裁があるc
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　　　　　　　　　　　　　　　　　中世英語に於けるフランス語の影響（加藤）

は，頭韻の韻文のみが常用されていたが，Norman　Conquest後，当時An－

glo－Norman文学の殆ど総べてが脚韻の詩であったという事実に基づき，英

語もこの剤韻の新技法を即座に導入したのであった。このため，伝統的な頭韻

法と，脚韻の新技法とが混用されている詩が見られるのである。Sir　Gawain

an．d　tlze　G・reen　Knight中にも，頭韻と共に脚韻を用いた例は多々ある。

As　hit　is　stad　and　stoleen

In　stori　stif　and　stronge，

With　lel　letteres　loゐθ％，

In　Ionde　so　hatz　ben　loη9θ．

He　wex　as　wroth　asω夕nde，

So　did　alle｝）atレer　ωθγθ．

レe　kyng　as　kene　biゐッnde

pen　stod　レat　stif　mon　nere，

（2．33－36）

（10．319－322）

　英語が変遷してきたその要因の一つに，多大なる外国語の影響があった事

は，否めない事実である。中世英語に於いては，外国語の中で殊に重要なのは

フランス語である。Norman　Conquest後，英国の支配階級を構成したNor．

mansは文化的，軍事的，政治的，その他あらゆる分野に於いて，土着民より

進歩していた。それ故，広範囲に亙った語彙が借入されたのである。大量の語

彙借フ＼により・古代英語期では相当に発展していたAnglo－Saxonsの学問は

次第に衰浅していき，古代英語の文学語が消滅するという結果になった。逆

に，語漬に及ぼしたフランス語の影響は，今日に至るまで，その痕跡を残す結

果になったのである。

　文学語の消滅に伴い，古代英語では表現可能であった相当高級な学問上の観

念や思考等の表現手段が消失した。そのため，学問や芸術等を志す者，また立

身出［lllを希望する者はフランス語を学ぶ必要性があったのである。しかし，形
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勢が逆転し，長期間下冒階級の言葉となっていた英語がイギリスの言語として

再び勢力を拡大した時，フランス語では表現され得た相当高級な概念や思考を

明確に表現するだけの手段を英語は保持していなかったのである。その時，英

語は抵抗もなく，フランス語の表現手段を取り入れたのであった。

　古代英語では頭韻の韻文しか存在しなかったが，Normansの英国征服後，

彼らは，新しい詩の技法，いわゆる脚韻の新技法を持ち込んだのであった。当

時，Anglo－Norman文学は，総べてが脚韻の詩であったことを推察すれば，そ

の技法が英語に移入されたことも納得のいく事である。英国民は，Normans

よりこの新技法を採用したのであった。Sir　GaZVαinαnd　tlze　Green　KiZight

には，これら両技法が混用されている。

〔註〕

（1） Before　1050　　　　2

1051　－　1100　　　　　　2

1101－1150　　　1
1151　一　ユ200　　　　　15

1201　－　1250　　　　　64

1251　－　1300　　　　127

1301　－　1350　　　　120

1351　一　ユ400　　　　180

1401　－　1450　　　　　70
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1451　－　1500　　　　76

1501　－　1550　　　　84

1551　－　1600　　　　91

ユ601　一　ユ650　　　　　69

1651　－　1700　　　　34

1701　－　1750　　　　24

］751　－　］800　　　　16

1801　－　1850　　　　　23

1851　－　1900　　　　　2
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〔略語表：

　ME　　Middle　English

　OE　　　Old　English

　OFr　　Old　French
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